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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 少 な く と も １ つ の 反 応 性 種 と 、
　 （ ｂ ） 多 光 子 光 開 始 剤 系 と 、
　 （ ｃ ） 複 数 の 実 質 的 無 機 粒 子 と 、
を 含 む 前 記 粒 子 が 直 径 約 １ ０ ミ ク ロ ン 未 満 の 平 均 粒 度 を

。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 粒 子 が 表 面 処 理 さ れ た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 多 光 子 反 応 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 開 始 剤 系 が 多 光 子 光 増 感 剤 お よ び 電 子 受 容 体 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 多 光 子 反
応 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 （ ｄ ） 少 な く と も 部 分 的 に 反 応 し た 種 と 、
　 （ ｂ ） 多 光 子 光 開 始 剤 系 と 、
　 （ ） 複 数 の 実 質 的 無 機 粒 子 と 、 を 含 み 、
　 前 記 粒 子 が 直 径 約 １ ０ ミ ク ロ ン 未 満 の 平 均 粒 度 を 有 し 、 前 記 粒 子 が 約 ６ ５ 容 積 ％ ま で で
前 記 組 成 物 中 に 存 在 す る 、 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ ａ ） （ １ ） 反 応 性 種 と 、
　 　 　 　 （ ２ ） 多 光 子 光 開 始 剤 系 と 、
　 　 　 　 （ ３ ） 複 数 の 実 質 的 無 機 粒 子 と 、
を 含 む 前 記 粒 子 が 直 径 約 １ ０ ミ ク ロ ン 未 満 の 平 均 粒 度 を

有 機

多 光 子 反 応 性 組 成 物 で あ っ て 、 有
し 、 前 記 多 光 子 反 応 性 組 成 物 は 、 多 光 子 反 応 性 放 射 線 が 多 光 子 反 応 性 組 成 物 中 に 反 応 を 誘
起 し 、 か つ 該 誘 起 さ れ る 反 応 は 多 光 子 反 応 放 射 線 が 露 光 さ れ な い 多 光 子 反 応 性 組 成 物 と 異
な る 溶 解 度 特 性 を 有 す る 物 質 を 生 成 す る よ う な も の で あ る 、 多 光 子 反 応 性 組 成 物

有 機

ｃ

有 機

多 光 子 反 応 性 組 成 物 で あ っ て 、 有



多 光 子 反 応 性 組 成 物 を 提 供 す る
工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 多 光 子 反 応 性 組 成 物 を 、 前 記 組 成 物 を 少 な く と も 部 分 的 に 反 応 さ せ る の に 十
分 な 光 で 照 射 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 多 光 子 反 応 性 組 成 物 の 可 溶 性 部 分 を 、 得 ら れ た 複 合 物 か ら 除 去 す る 工 程 と 、
を 含 む 、 有 機 － 無 機 複 合 物 の 製 造 方 法 。
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し 、 前 記 多 光 子 反 応 性 組 成 物 は 、 多 光 子 反 応 性 放 射 線 が 多 光 子 反 応 性 組 成 物 中 に 反 応 を 誘
起 し 、 か つ 該 誘 起 さ れ る 反 応 は 多 光 子 反 応 放 射 線 が 露 光 さ れ な い 多 光 子 反 応 性 組 成 物 と 異
な る 溶 解 度 特 性 を 有 す る 物 質 を 生 成 す る よ う な も の で あ る
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